
令和７年３月公表

★目指す学校像（ビジョン）

取組指標 成果指標

4 生活アンケートをもとにしたいじめの未然防止・早期発見に努め、万一いじめが発生した時には、いじめ対策防止委員会にて迅速に対応を講じ、児童の指導にあたった教員が９0％以上。 4 友達に嫌なことをしていない児童が８5%以上

3 生活アンケートをもとにしたいじめの未然防止・早期発見に努め、万一いじめが発生した時には、いじめ対策防止委員会にて迅速に対応を講じ、児童の指導にあたった教員が８５％以上。 3 友達に嫌なことをしていない児童が８0%以上

2 生活アンケートをもとにしたいじめの未然防止・早期発見に努め、万一いじめが発生した時には、いじめ対策防止委員会にて迅速に対応を講じ、児童の指導にあたった教員が８０％以上。 2 友達に嫌なことをしていない児童が７5%以上

1 生活アンケートをもとにしたいじめの未然防止・早期発見に努め、万一いじめが発生した時には、いじめ対策防止委員会にて迅速に対応を講じ、児童の指導にあたった教員が８０％未満。 1 友達に嫌なことをしていない児童が７5%未満

4 欠席が３日以上継続している児童の様子を把握し、家庭と情報を共有したり、状況に応じて関係機関と連携をとったりするなど丁寧な対応を図った教員が９０％以上 4 「困ったときは、身近な大人や友だちに相談できる」という児童が75％以上

3 欠席が３日以上継続している児童の様子を把握し、家庭と情報を共有したり、状況に応じて関係機関と連携をとったりするなど丁寧な対応を図った教員が８５％以上 3 「困ったときは、身近な大人や友だちに相談できる」という児童が70％以上

2 欠席が３日以上継続している児童の様子を把握し、家庭と情報を共有したり、状況に応じて関係機関と連携をとったりするなど丁寧な対応を図った教員が８０％以上 2 「困ったときは、身近な大人や友だちに相談できる」という児童が65％以上

1 欠席が３日以上継続している児童の様子を把握し、家庭と情報を共有したり、状況に応じて関係機関と連携をとったりするなど丁寧な対応を図った教員が８０％未満 1 「困ったときは、身近な大人や友だちに相談できる」という児童が65％未満

4 UDを基にした授業を構成し、対話等を通した探究的な活動を図った教員が85％以上 4 「友達と意見や考えを伝えたり、聞いたりすることを通して学び合うことができた」と答えた児童が85％以上

3 UDを基にした授業を構成し、対話等を通した探究的な活動を図った教員が80％以上 3 「友達と意見や考えを伝えたり、聞いたりすることを通して学び合うことができた」と答えた児童が８０％以上

2 UDを基にした授業を構成し、対話等を通した探究的な活動を図った教員が75％以上 2 「友達と意見や考えを伝えたり、聞いたりすることを通して学び合うことができた」と答えた児童が７５％以上

1 UDを基にした授業を構成し、対話等を通した探究的な活動を図った教員が75％未満 1 「友達と意見や考えを伝えたり、聞いたりすることを通して学び合うことができた」と答えた児童が７５％未満

4 「生涯にわたって健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現すること」を意識し、授業や体育的活動において体育科の資質能力の向上を図る指導を行った教員が90％以上 4 運動を「する・みる・支える・知る」ことに好意的な児童が90％以上

3 「生涯にわたって健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現すること」を意識し、授業や体育的活動において体育科の資質能力の向上を図る指導を行った教員が85％以上 3 運動を「する・みる・支える・知る」ことに好意的な児童が85％以上

2 「生涯にわたって健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現すること」を意識し、授業や体育的活動において体育科の資質能力の向上を図る指導を行った教員が80％以上 2 運動を「する・みる・支える・知る」ことに好意的な児童が80％以上

1 「生涯にわたって健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現すること」を意識し、授業や体育的活動において体育科の資質能力の向上を図る指導を行った教員が80％未満 1 運動を「する・みる・支える・知る」ことに好意的な児童が80％未満

4 地域人材や「自然教育の林」を活用し、地域をステージとした教育活動を実践した教員が９０％以上 4 地域や「自然教育の林」での学習で、探究的な活動ができた児童が９０％以上

3 地域人材や「自然教育の林」を活用し、地域をステージとした教育活動を実践した教員が８５％以上 3 地域や「自然教育の林」での学習で、探究的な活動ができた児童が８５％以上

2 地域人材や「自然教育の林」を活用し、地域をステージとした教育活動を実践した教員が８０％以上 2 地域や「自然教育の林」での学習で、探究的な活動ができた児童が８０％以上

1 地域人材や「自然教育の林」を活用し、地域をステージとした教育活動を実践した教員が８０％未満 1 地域や「自然教育の林」での学習で、探究的な活動ができた児童が８０％未満

4 本の分類を基にした本の探し方、インターネットや本で得た情報の精査や整理の仕方について教えた教員が８０％以上。 4 調べたいことに対して自分で調べ方の方法を選び、まとめることができた児童が8０％以上。

3 本の分類を基にした本の探し方、インターネットや本で得た情報の精査や整理の仕方について教えた教員が７5％以上。 3 調べたいことに対して自分で調べ方の方法を選び、まとめることができた児童が75％以上。

2 本の分類を基にした本の探し方、インターネットや本で得た情報の精査や整理の仕方について教えた教員が70％以上。 2 調べたいことに対して自分で調べ方の方法を選び、まとめることができた児童が70％以上。

1 本の分類を基にした本の探し方、インターネットや本で得た情報の精査や整理の仕方について教えた教員が70％未満。 1 調べたいことに対して自分で調べ方の方法を選び、まとめることができた児童が70％未満。

　社会と
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なでつく
る

地域をステージとし
た学びを通して、自
己有用感を味わわ
せ、豊かな人間性と
社会性の育成を図
る。

体を動かす楽しさ・心地よさ
を味わわせる取り組みを充実
させて、生涯スポーツの態度
を養うとともに、健康で安全
な生活を送るための資質・能
力を育む。

　みんな
の多様な
学びとし
あわせを
つくる

※評価指標・評価基準は、２の段階を現状としています。
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日野スタンダード（UDユニ
バーサルデザイン）の授業を
基本として、一律一斉の学び
から、自分を知り、相手を知
り、自分たちで考え、語り合
いながら生み出す学び合いと
活動を実践する。

〇授業のユニバーサルデザインに基づく問題解決型の
授業を通し、できる楽しさ、分かる楽しさ、認められ
る楽しさを味わわせる授業を実践する。

〇「教わる」だけではなく、各教科等で対話を通し
て、子供たち自身が分かち合うための個別学習・教え
合い学習を行い、みなが参加し ともに知恵を出し合う
対話的・探究的な活動を実践する。

4

〇外遊びの推進、体育授業での運動量の確保、
体力向上を図る活動の充実に取り組むことで、
運動に親しむ態度を育む。

〇外部講師を招聘し「本物に触れる体験授業」
を実施し、授業改善を図る。

学校・保護者・地域と共に、
生活科・総合的な学習の時間
を中心に、一人ひとりが多様
な学び方で、対話しながら探
究的に学ぶ教育活動を推進す
る。

〇コミュニティ・スクールを活用し、より一層
地域参画型の教育活動や地域人材を活用した体
験学習等、地域をステージとした学びを充実さ
せる。

3

〇年間を通して、学校図書館スーパーバイザー
を講師として招聘し、「学びの情報センタープ
ロジェクト」を推進するとともに、全学年全児
童に調べ学習の基礎と基本を習得させる授業を
実施する。

4

対話を軸に探究的な
見方・考え方で学ぶ
ことにより、確かな
学力を育成する。

日常的・継続的な運
動と安全指導の充実
を図ることにより、
心身の健康や粘り強
さを育成する。

・教職員の意識、児童の意欲共に
評価が高いのはとてもよいことで
ある。
・校庭が狭いが、工夫して遊びを
考えると思うので、それを教師が
手助けしてあげるとよい。
・体を動かすことで様々なよい効
果があることを、子供たちはしっ
かりと学んでいることが分かる。

・友達同士のコミュニケーションを大
切にし、一方的に教わるだけでなく友
達同士の意見交換の中から何かを見付
け出す努力を子供たちにもって欲し
い。
・教職員の努力や工夫により、探究的
な学習が行われていること、対話を通
して児童自身の気付きが生まれ、学習
意欲やより深い理解へとつながってい
ることが分かる。

・校庭の使用に制限があるため、
今後も意識が下がらないように、
親子ふれあい遊び、自然な遊びな
ど外遊びの楽しさを地域の方々の
知恵をお借りして実践していく。
・外部講師の招聘と合わせて、外
部施設の活用も積極的に行ない本
物に触れ合う授業を今後も行って
いく。

・「自然教育の林」を教職員が多
く活用し、地域の人材を活用して
学びを深めていくことを今後も継
続してほしい。
・安全や防犯面で難しいのかもし
れないが、以前より挨拶をする子
が少なくなっている。

・体験学習の重要な場所として自然教
育の林を、CS、校友会、地域の力を借
りて子供たちと共に整備してくことが
必要である。
・保護者や地域の方が参画して体験学
習をサポートする場合、その学習を通
じて児童に身に付けさせたい力は何な
のかを共有していく。

・子供が多様なジャンルから自分
で本を選べる環境が整っているこ
とは素晴らしい。
・クロームブックを活用した学び
の時間が増えているが、今後「学
びの情報センター」が整備された
際には、本により多く接するよう
になってほしい。

・学びの情報センターができるま
でに、調べる、まとめる、発信す
るなどの過程を普段の授業でも探
究活動のあり方を検討していく。
・様々な知識や経験をもつ地域の
方々を、スーパーバイザーとして
活躍していただく機会を設けるな
ど、CSの力を借りて実現できるよ
うに努力する。

・児童が経験していない出来事に出会
わせたり、答えが一つでないテーマを
選択したりすることで、児童の新たな
気付きを引き出せるような授業を目指
してく。
・学級によって具体的な活動内容にば
らつきが出る可能性があるので、各学
級の活動内容の共有の場を設けるなど
して、効果を上げていく。
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みんなが安心・成長できる学校

【目指す教師像】
〇すべてのいのちを守り育む教師〇子供一人一人を大切にした温かい学級をつくる教師〇地域をステージにし、主体的・対話的で深い学びを創造できる教師〇生活科・総合
的な学習の時間、特別支援教育の専門的な知識や技能を身に付けた教師

評価指標・評価基準
学校運営協議会の意見 結果の分析と改善策

評価点 評価点

日野市第４次学校教育基本構想「学びの変革」プロジェクトに基づき、学校経営目標を「みんなが安心・成
長できる学校」とし、学校・子供・家庭地域の総力で、確かな学力の育成、豊かな心、社会性の育成、心身
の健康・粘り強さの育成、安全・安心な教育環境の整備を図っていく。

〇たくましい子「心身ともに健康な体・行動力」「社会貢献力」　〇たすけあう子「豊かな感性・創造性」「人間関係形成力」「自己肯定感」
◎かんがえる子「基礎・基本となる力」「表現力・発信力」「対話力」「自己有用感」

学校安全の充実と教
育環境の整備を図
る。

自他を大切にし、いじめや不
登校が発生しにくい土壌を、
子供、学校、保護者、地域、
関係機関で醸成する。

○3回のふれあい月間を核として、「学級のよりよい雰囲気
をつくるための指導」と「いじめ防止の指導」を行い、い
じめや不登校が発生しにくい土壌つくる。

〇日頃から子供の変化を察知するとともに、生活アンケー
ト（５月、７月、９月、１１月、２月）を実施して、いじ
めの未然防止、早期発見を図る。

〇年間を通して、学期に１回、道徳科で友情・信頼・思い
やり等に関する授業を実施する。
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★学校教育目標 〇たくましい子　〇たすけあう子　◎かんがえる子 ★重点計画の概要

4

・取組、成果指標とも努力がされてい
ることが分かる。人間関係が崩れる
と、長い期間その人は孤立してしまう
ので、そこを防いでほしい。
・個性や差異を尊重する教育を意識し
て継続すること、年間を通じて、教職
員と児童が一体となり、いじめ防止に
取り組んでいってほしい。

・行為者の意図が受け手に正しく伝わると
は限らないということ、一人一人が違った
よさをもっていることを対話を通して気付
き認め合い、理解できるような働きかけを
行なっていくことが必要である。
・「ふれあい月間」を核とした児童との個
人面談の機会を設けることを今後も継続し
ていく。
・２ヶ月ごとのアンケートは形骸化する可
能性があるので、実施結果のフォローアッ
プを今後も丁寧に行なっていく。

〇欠席が３日以上継続した場合は直ちに家庭に
連絡を取り、子供についての情報共有と行動連
携を図る。

〇子供の状況に応じて迅速に校内委員会を開
き、必要な関係機関（スクールカウンセラーや
校内別室指導員、日野市子供家庭支援セン
ター、児童相談所や日野警察等）と連携して、
不登校の解消を図る。

4 3

・相談しやすい人をどう作ってい
くのか保護者も子供と一緒になっ
て地域に溶け込む努力が必要であ
る。
・日常生活で接する機会が多い大
人は親と教員で、子供たちに与え
る影響の大きさを考えたとき、地
域の大人の支援が必要である。

・周りに相談ができない児童が3割い
るのは気になるため、その児童を早く
見極め、地域の大人や関係機関との連
携が必要である。
・不登校になってしまった児童の要因
を探り、スクールカウンセラーや子ど
も家庭支援センターなどの機関と連携
したり、家庭訪問や面談をしたりし
て、保護者のカウンセリングを行なっ
ていくことを今後も継続する。

具体的方策

　みんな
が当事者
として、
自ら歩む
道をつく
る

【目指す児童・生徒像】

【目指す学校像】　　

領域 中期経営目標 短期経営目標

【設定の仕方について】

１ 記入できるのは、「公表」「自校の分析」「改善策」「評価点」のみです。

要らない行は削除するか、セルの高さをつめてください。

２ 印刷範囲は決めてありますので、セルの幅を用紙サイズに合わせてください。

（印刷プレビューで確認をするとうまくいきます）

３ 印刷設定でＡ３になっています。

４ ２枚にすることもできます。

Ａ３


